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要旨 2003 年 10 月 19 日に栃木県東部の 2 次谷津水路において，魚類の分布調査をした結果，次

のことが把握された．①ため池由来の北側水路では，ヌマムツ，タモロコ，フナ属，ドジョウ，シマドジョウ，

トウヨシノボリの 4 科 6 種，湧水由来の南側水路では，ドジョウ，シマドジョウ，ホトケドジョウの 1 科 3 種

が採捕された．②北側水路でのみ遊泳魚が採捕され，これは水域ネットワーク状況が良好で 1 次谷津

水路から遡上し，湿性植物やえぐれを生息場として利用したためと考えられた．③南側水路でのみホト

ケドジョウが採捕され，湧水が流入していたためと考えられた．④南側水路でホトケドジョウの当歳魚は

みられなかったが，これについては再生産場がないことが原因と考えられた． 
 
 
 
はじめに 

 
台地や山地に囲まれた低湿地の谷底面を有する谷津（栃木県地方名）は，小河川や水路をともなうこと

が多く，これらの水域は，平野部と山間部の中間的な地形における水域として，魚類生息の重要な場の

ひとつとして位置づけられている（環境省 2002）．  
近年，谷津水域における魚類の分布や環境条件に関する知見がいくつか報告されているが（岸ほか 

1993a，b，伊奈・倉本 2003，小出水ほか 2005，柿野ほか 2006a，b），谷津の支谷にある水路に関し

ての知見は少ない．支谷では，耕作放棄に伴う水路管理の不徹底によって魚類の生息環境が急速に劣

化しているのが現状である．湧水のある支谷の水路は，例えば，ホトケドジョウ Lefua costata にとって重

要な生息場となっているため（例えば，満尾ほか 2008），耕作放棄による何らかの負の影響を受けてい
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図 1．調査対象地区． 

る可能性がある． 
本報で対象とした耕作放棄された支谷における 2本の水路は，その水源を一方ではため池に，他方で

は湧水に依存している．両水路の水温，水量の違いやこれに伴う物理環境の違いによって，魚種ごとに

分布に偏りがみられると仮説をたて，調査したので報告する．  
 
 
調査対象水路 

 
栃木県東部に展開する谷底面積 3 ha の谷津（1 次谷津）の支谷（2 次谷津）における 2 本の水路（北

側水路と南側水路）を調査対象にした（図 1）．  
調査対象とした 2 次谷津の北側水路はため池，南側水路は湧水に依存した水路である．北側水路の

平均幅は，80±30 cm で，南側では 61±7 cm であった．また，北側水路の平均水深は，8.3±2.0 cm
で，南側では 6.5±4.3 cm であった． 

2 次谷津水路が下流端で接続している 1 次谷津水路の平均幅は 54.8±8.8 cm で，平均水深は 7.0
±4.3 cm，流速 0.17 m/s である（柿野 2006）．北側水路の下流端の水路幅は 110 cm で，南側水路で

は 57 cm であった．2 次谷津では谷底面の全てが 16 年間，放棄水田であり，ヨシ類が繁茂している． 
1 次谷津水路は両山際に沿った水路であり，水源を谷頭のため池に依存している． 
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表 1．2 次谷津水路における 0 歳魚と 1 歳以上魚の採捕尾数． 

北側水路

採捕尾数 生息密度 0歳魚個体数 1歳以上個体数 最大体長 最小体長

（ 尾 ） （ 尾/m2 ） （ 尾 ） （ 尾 ） （ mm ） （ mm ）

ヌマムツ 108** 3.18 90 18 0.55 110 36

タモロコ 2 0.06 0 2 0.01 31 30

フナ属 4 0.12 - - 0.02 52 32

ドジョウ 40* 1.18 6 34 0.20 77 32

シマドジョウ 37** 1.09 22 15 0.19 50 25

ホトケドジョウ 0** 0.00 0 0 0.00 - -

トウヨシノボリ 7** 0.21 - - 0.04 38 22

計 198 1.00

南側水路

採捕尾数 生息密度 0歳魚個体数 1歳以上個体数 最大体長 最小体長

（ 尾 ） （ 尾/m2 ） （ 尾 ） （ 尾 ） （ mm ） （ mm ）

ヌマムツ 0** 0.00 0 0 0.00 - -

タモロコ 0 0.00 0 0 0.00 - -

フナ属 0 0.00 0 0 0.00 - -

ドジョウ 24* 0.78 1 23 0.71 69 41

シマドジョウ 1** 0.03 0 1 0.03 42 42

ホトケドジョウ 9** 0.29 0 9 0.26 73 51

トウヨシノボリ 0** 0.00 0 0 0.00 - -

計 34 1.00

※ **: p<0.01, *: p<0.05, binominal test

採捕魚種 構成比

採捕魚種 構成比

調査，解析方法 

 
2003 年の 10 月 19 日を調査日とし，北側，南側水路の下流端からそれぞれ距離 50 m に調査区間を

設定した． 
10 m ごとに 2 人で 20 分間タモ網（開口 40 cm，奥行き 45 cm，目合い 2 mm）を用いて採捕し，種の

確認，個体数の把握，標準体長（以下，体長）の測定後放流した．調査時には 10 m 区間の上流側と下

流側に目合い 2 mm の金網を設置し，採捕中に魚類が逃避しないようにした．ほぼ同じ水路面積の両水

路の種ごとの採捕尾数について 2 項検定を行ない，分布の偏りの傾向について解析した． 
環境条件については，水路面積，平均水深，流速（水面から 6 割水深の流速），水温，えぐれ面積率

（流水によって浸食され，オーバーハングとなった水路岸下部の面積率），湿性植物被覆率，シルト被覆

率，砂被覆率，礫被覆率を把握した．水路面積については，5 m ごとに計測した平均水路幅と区間距離

から算出した．各被覆率，面積率については，水路面積あたりの値として算出した（藤咲ほか 1999）．流
速の測定には，ケネック社の 2 次元流速計（VP1200）を使用した．水路床材については，水野・御勢

（1993）に従い，粒径から判断し，石，礫，砂，シルトとして記録した． 
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環境条件 北側水路 南側水路

水温　（℃） 17.9 14.5

水深　（mean±SD cm） 8.3 ± 2.0 6.5 ± 4.3

流速　（m/s） 0.104 0.063

水路幅　（mean±SD cm） 80.0 ± 30.2 61.2 ± 7.4

えぐれ面積率　（％） 0.5 0.7

湿性植物被覆率　（％） 1.8 0

砂被覆面積率　（％） 0 81

シルト被覆面積率　（％） 17 0

礫被覆面積率　（％） 74 19

粘土被覆面積率（％） 9 0

表 2．2 次谷津水路における環境条件． 

結果 
 
採捕された魚種は，北側水路でヌマムツ Zacco sieboldii，タモロコ Gnathopogon elongatus，フナ

属 Carassius sp.，ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus，シマドジョウ Cobitis biwae，トウヨシノボリ 
Rhinogobius sp. OR の 4 科 6 種，南側水路では、ドジョウ，シマドジョウ，ホトケドジョウの 1 科 3 種であ

った（表 1）．このうち，両水路で採捕された魚種は，ドジョウとシマドジョウであった．また，南側水路での

み採捕された魚種はホトケドジョウで，北側水路でのみ採捕された魚種はヌマムツ，タモロコ，フナ属，トウ

ヨシノボリであった．2 項検定を行なった結果，ヌマムツ，ドジョウ，シマドジョウ，トウヨシノボリは北側水路

に，ホトケドジョウは南側水路に偏る傾向が認められた． 
対象地区の周辺の谷津水域におけるホトケドジョウの 0 歳魚と 1 歳以上魚の境界は 35 mm と報告さ

れており（柿野ほか 2007），この基準に従うと，南側水路では，ホトケドジョウの 0 歳魚は採捕されなかっ

た（表 1）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
環境条件については，北側水路よりも南側水路の水温は低かった．また，湿性植物被覆率は南側水

路では算出されなかった．えぐれ面積率は北側水路と南側水路では大きな差はみられなかった（表 2）．
北側水路では，南側水路よりも流速は大きく，水深は深かった．水路床材については，北側水路では礫

が，南側水路では砂が優占した． 
 
 

考察 
 
ヌマムツ，タモロコ，フナ属は，北側水路でのみ採捕された．これは，1 次谷津水路と北側水路の接続

部の水路幅が 1次谷津水路幅とほぼ変わらず，南側水路では，1 次谷津水路幅の半分程度であったこと

や，南側水路よりも北側水路で流速が大きく，水深が深かったことから，北側水路の方が遡上しやすいた

めと考えられた（柿野ほか 2006a）．また，遡上後に湿性植物やえぐれを生息場として利用できたと考え

られた． 
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ヌマムツについては，1 次谷津水路でも生息が報告されており（柿野ほか 2006b），1 次谷津水路から

北側水路へ遡上したと考えられた．本種は，1 次谷津の谷頭にある，ため池に放流されてから分散した国

内移入種であることが，地元でのヒアリングより確認されている．シマドジョウについては，北側，南側水路

で確認されたものの，南側水路では 1 尾のみ採捕され，北側水路に分布が偏る傾向があった．これは対

象地区周辺の谷津水域において，本種の 0 歳魚の環境条件に礫底で湿性植物があることが報告されて

おり（柿野ほか 2007），礫が優占した北側水路が好適な生息場であることがうかがえた．ホトケドジョウに

ついては，南側水路でのみ採捕された．これは，南側水路が湧水由来の水路であったためと考えられた．

本種は，とくに湧水による水温勾配がみられる水路に生息することが知られている（柿野ほか 2006b）．1
次谷津水路の流水は，谷頭のため池に依存しており，この水路において 10 か所で行なった同様の調査

結果では，本種の総採捕尾数が 4 尾のみであったことが報告されていることから（柿野ほか 2006b），南
側水路で9尾採捕されたのは多いと考えられた．しかし，全ての採捕個体が1歳以上魚であり，体長の大

きさから老齢の個体であると推定された．このことより，本種が南側水路において再生産されていない可

能性が高く，2 次谷津の水田が全て耕作放棄されていることから産卵場がないことが原因であると推察さ

れた（杉原・中茎 2004）．トウヨシノボリについては，北側水路でのみ生息分布がみられた．ため池由来

の水路において本種が確認されているが（柿野 亘 未発表），その理由は不明である． 
以上から，2 次谷津水路においては，1 次谷津水路との水域ネットワーク状況，水路床の状態，異なる

水源に伴う水温の違いによって，種ごとに偏った分布になることがうかがわれた．  
湧水由来の南側水路においては，ホトケドジョウが再生産できる環境，すなわち本水路と接続した水田

の再生や承水路（水田内の端に等高線もしくは地形傾斜に沿って設置された水路で，滲出した冷水を温

めたり，排水を容易にする機能をもつ）の設置の重要性が考えられた（杉原ほか 2004）．2次谷津水路が

接続する 1 次谷津水路では，淡水二枚貝であるヨコハマシジラガイの生息密度が高く，本種のグロキディ

ウム幼生の寄主魚としてホトケドジョウが認められていることから（伊藤ほか 2009），谷津水域全体の水生

生物群集を配慮する上でも 2 次谷津水路の保全が重要である． 
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